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小　野　幹　典（萩原教授）「 特異摂動系の LMI を用いた解析と出力フィードバックH∞制御器設計」
特異摂動系の性能解析に関する既存結果に対して、LMI を用いた別証を与えた。また、H∞制御器設































にした時に 20 － 40K において 0.5THz の電磁波発振を観測した。種々の電極形状を検討し発熱と発振
の関係を議論した。
住　田　健　一（鈴木教授）「 Pb 置換 Bi2Sr2CaCu2O8+δ 固有ジョセフソン接合のスイッチングダイナ
ミクスに関する研究」

































菅　野　亮　平（木本教授）「 Si（111）基板上 AlGaN/GaN ヘテロエピタキシャル成長層を用いた
MEMSデバイスの作製」
化学エッチングにより、Si 基板上AlGaN/GaN ヘテロエピ成長層を用いたカンチレバーおよびブリッ
ジ構造を作製した。共振特性では Si や GaAs に比べて高いQ値を得た。また、このヘテロ界面の二次
元電子ガスが歪みに敏感であることに着目し、AlGaN/GaN歪みセンサを試作して良好な特性を得た。
菊　地　諒　介（木本教授）「 SiC（0001）基板上高品質 AlN 初期成長層導入による AlN/GaN 短周期
超格子のコヒーレント成長の実現」






































岩　田　佳　也（川上教授）「 高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸における深紫外発光ダイナミクスに関す
る研究」
高Al 組成AlGaN/AlN 量子井戸からの深紫外（波長～ 250nm）発光機構について、時間分解分光法















































起キャリアによる共振波長変化の持続時間を 0.6 ns まで短縮させることに成功した。









松　本　　　海（北野教授）「 単一 171Yb+ のレーザー冷却」
































































土　師　浩　平（松山教授）「 Interval-based Switching Kalman Filters による家電の電力変動モデル推定」
多様な動作モードを持つ電気機器の消費電力パターンをモデル化する手法として、確率時間オートマ




































中　戸　裕　基（守倉教授）「 2 ホップ無線 LANにおけるQoS制御とグループ制御の研究」































































プフロップを 45 nmおよび 65 nmプロセスで開発した。


































安　藝　俊　介（石井教授）「 スパイク発火列からのネットワーク構造の推定－ group LASSOによる
アプローチ－」
複数の神経細胞のスパイク発火時刻系列データに基づく統計的処理によって、神経細胞間の機能的結































































































竹　上　泰　樹（白井教授）「 Heat Transfer of Cryogenic Liquids for Cooling Superconductors（超電
導機器冷却を目的とした極低温流体の熱伝達特性に関する研究）」
極低温流体を冷媒とした強制対流冷却試験によりその熱伝達特性を求めた。 種々の圧力、 液温、 流速
および円管発熱体の寸法の条件下で測定した液体水素の実験結果から、強制対流のDNB熱流束を与え
る表示式を提示し、この表示式が液体窒素にも適用可能であることを明らかにした。 
野　田　　　翔（白井教授）「 Experimental Study on Current Limiting and Recovery Characteristics 


























香　川　　　輔 （水内教授）「 ヘリオトロン Jにおけるビーム放射分光法を用いたプラズマ密度揺動分
布計測システムの開発」
プラズマ中心部から周辺部まで（0 < ρ < 1）、高い空間分解能（Δρ <±0.07）を持つビーム放射分
光装置を開発した。複数の高速イオン励起不安定性が観測されるにプラズマおいて密度揺動強度の径方
向分布を観測したところ、それぞれ固有の揺動強度分布を持つことがわかった。























































郭　　　嘉　禎（小山田教授）「 An Efficient Hyperstreamline Visualization Method on Large-Scale 
Unstructured Datasets（大規模非構造格子データ向け超流線可視化の
高速化）」
流線可視化で使われるセルツリーデータ構造を探索する際に前回の探索履歴を参照するための補助
データ構造を開発した。本手法を大規模非構造格子で定義されたテンソルデータからの超流線可視化計
算の高速化に適用し、その有用性を確認した。
学術情報メディアセンター
中　野　克　己（中村（裕）教授）「 状況の認識とユーザの誘導を用いた協調的ジェスチャインタフェ
ース」
ジェスチャインタフェースを認識を行う状況の「良さ」を指標化し、「良さ」とそれを維持または回
復する方法を機械から人間に提示することにより、良好な認識を保つ方法を提案した。これは、概念的
には、人間がうまく使いこなせるように利用マニュアルを提示するのに似ているが、機械が状況を判断
して自動的に行うことが特徴である。
安　　　光　州（中村（裕）教授）「 個人視点映像を用いたグループログにおける対話関係の推定」
頭部に装着したカメラで学習・訓練のためのグループ活動を記録し、それを活用するための映像解析
手法を提案した。特に、複数人が対話したり、お互いに注意を払っている状況を検出するために各々の
記録映像を統合的に処理する方法を示した。
